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従来、表面プラズモンセンサは単色光（レーザーなど）を光源に用い、共鳴角による暗線を測定し屈折率変化を
高感度に検出する手法がとられてきた。本モデル化では、エバネッセント波を利用し吸収スペクトルを測定するス

ラブ型光導波路分光測定法の技術を生かし、光導波路型表面プラズモン共鳴バイオセンサ装置を開発した。本装置

の特徴は、白色光を入射、50nmの厚みでAuを蒸着した光導波路を用い表面プラズモン共鳴を起こすことである。
この装置では共鳴角は効率の良い任意の角度に設定でき、出射した光を分光器に入射し、共鳴波長をスペクト

ルとして得ることにより屈折率変化を高感度に測定する。PC画面上で光学

系制御情報とデータの一括管理ができ、光導波路型の特徴として光吸収スペ
クトル測定、蛍光測定、電気化学測定などの機能を併せ持つ。既存の装置が

スクリーニングを目的にしている例が多く、流路系が汎用的ではないのに対

し、流路をPDMS※製とすることでオンライン測定、バッチ測定のどちらで
も可能となる。

バイオ分野のみならず、微量の機能性物質の検出など試験研究をター

ゲットにした装置である。
※ PDMS（Polydimethylsiloxane）

　シリコーン樹脂の一種、型取りや接着等の加工性に優れる ▲試作装置外観


